
Data is CITY　サイバー攻撃の時代に、預金を守る

銀行が攻撃されても、

預金はなくなりません

預けたお金を返してもらう権利は残ります。ただ、しばらく引き出せなくな

ることや、だまされて送ったお金が戻らないことはあります。備えは3つで

す。

よくある思い違い

「1,000万円までは国が守る」は、銀行がつぶれたときの決まりで

す。サイバー攻撃の被害を補償するものではありません。

ネットバンキングの不正な送金は、銀行が補償する決まりがありま

すが、全額とは限りません。

お金を、一つの銀行にまとめない

一つの銀行が止まっても、ほかの銀行のお金で暮らせます。一つ

の口座が狙われても、被害はその口座で止まります。
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お金が出ていく道を、狭くしておく

インターネットバンキングを使っているなら、振込の上限を低くし、

お金が動いたら知らせが届くようにします。

キャッシュカードと暗証番号は、人に預けません。

2

おかしいと思ったら、すぐ銀行へ

覚えのない引き出しや振込、カードをなくしたときは、すぐ銀行に

電話します。早いほど、止められることがあります。

「急いで振り込んで」という電話は、一度切って、家族の元の番号

にかけ直します。自分で振り込んだお金は、相手の口座に残ってい

る分からしか戻りません。
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わたしのメモ

いざというとき、すぐ電話できるように書いておきましょう。銀行の電話番号

は、キャッシュカードの裏や通帳に書いてあります。

銀行の名前

電話番号

銀行の名前

電話番号

家族の電話番号

やったら、しるしを付ける

お金を二つ以上の銀行に分けた （　　月　　日）

振込の上限を低くした（ネットバンキング） （　　月　　日）

お金が動いたら知らせが来るようにした （　　月　　日）

困ったときの電話

110
お金をだまし取られた、事件だと思

ったとき

#9110
警察の相談の電話。事件かどうか分

からないときの相談

この紙をくれた人から
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